
NO.24
2015.7

NEWS

KURASHIKI  CENTRAL  HOSPITAL

この冊子は、倉敷中央病院をご理解いただくとともに、皆さま方との
コミュニケーションをはかるためのものです。皆さまと当院を結ぶ
かけはしとなるように、「Ｋニュース」と名付けました。
●　　●　　●　　●

■患者本位の医療・全人医療・高度先進医療■
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院内散歩院内散歩
へぇ～、病院にこんな楽しい所があったんだ。

南玄関から北に伸びる廊下（うぐいす通り）
の西側、石を敷いた広場。階段状の噴水が、
思いのほか強い水音を響かせ、緑あふれる森
の奥深く、あるいは悠久の世界にいざなって
くれるようです。
両脇の斜面は、小さい子たちには丘にみえ
るのでしょうか。駆け上がったり、水に入っ
たり。明るい光の中、楽しそうに走り回って
います。
敷石は、強い日差しのはね返りを和らげる
よう、表面に微妙な凹凸が施されています。
どことなくやさしい雰囲気が漂うのは、その
ためでしょうか・・・
南側の欅が少し大きくなりました。春の芽
吹き、初夏の新緑、夏は木陰、秋は紅葉と、
季節の楽しみをもたらせてくれます。
西側の重厚な趣の石塀は、閑谷学校の石塀
をイメージして作られました。中央あたりに
は、紅白のしだれ梅が可憐です。
噴水ならびに広場の制作は、石彫家の和泉
正敏さん。イサム・ノグチのパートナーとし
て、長年共に仕事をされた方です。

● いずみの広場 ●

3
院内散歩

いずみの広場

6

ヘルシーリビング
循環器内科　　　　　　　

部 長　藤井　理樹

不整脈のはなし

10
ＱＱ車

にっこり、ゲラゲラ
　今年も楽しい　くらちゅう寄席

超人シェフが教える！
　地元食材たっぷり簡単家庭料理講習会

9
提案箱から

積極的にお薬手帳の声かけを

文書受付のスタッフの対応について

4

インタビュー
総合相談・地域医療・入退院支援センター

センター長　松岡　　孝

晴れやかネットのご紹介
地域で患者さんの健康を守ります
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の
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

で
す
。
施
設
と
し
て
は
現
在
、

４
１
５
施
設
あ
り
ま
す
。

情
報
提
供
を
お
願
い
す
る
場

合
も
、
閲
覧
を
希
望
す
る
場
合

も
、
す
べ
て
患
者
さ
ん
の
同
意

を
い
た
だ
い
て
か
ら
で
す
。
開

示
担
当
者
、
閲
覧
希
望
者
は
、

必
ず
説
明
会
に
参
加
し
、
講
習

を
受
け
ま
す
。

　　
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

　
あ
り
ま
す
か

松
岡
　「
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
」

は
、
地
域
の
医
療
機
関
が
連
携

し
て
、
患
者
さ
ん
の
健
康
を
見

守
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

最
近
の
医
療
は
、
地
域
の
医

療
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
を
生
か
し
た
役
割
分
担
を
し

て
、
地
域
で
患
者
さ
ん
の
診
療
に
あ
た

る
地
域
完
結
型
医
療
を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
ご
近
所
の
医
院
を
受
診
さ

れ
、
専
門
の
検
査
が
必
要
と
な
っ
て
病

院
で
検
査
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、
晴
れ

や
か
ネ
ッ
ト
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
か
か
り
つ
け
医
は
皆
さ
ん
の
検
査

結
果
を
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ス
ム
ー
ズ
に

み
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
治
療
方
針

を
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
病
院
で
手
術
や
専
門
的
な
治

療
受
け
た
後
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医

に
継
続
し
て
治
療
を
し
て
い
た
だ
く
場

合
、
同
様
に
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
病
院
で

の
診
療
の
経
過
が
分
か
る
の
で
、
一
貫

し
た
診
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
ご
理
解
い

た
だ
い
て
、
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

松
岡
　
患
者
さ
ん
の
お
名
前
、
住
所
、

年
齢
、
病
名
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
基

本
情
報
の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
薬
を
飲

み
、
注
射
を
受
け
た
か
、
血
液
や
尿
、

放
射
線
や
内
視
鏡
、
心
電
図
な
ど
の
検

査
結
果
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
提
供

さ
れ
る
診
療
情
報
は
、
提
供
す
る
医
療

機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
病
院
が

情
報
提
供
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
情
報
を
み
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
人
で
す
か

松
岡
　
情
報
開
示
を
し
て
い
る
病
院
は

現
在
、
岡
山
県
内
の
51
施
設
で
す
。
開

示
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
患
者
さ
ん
の

同
意
を
い
た
だ
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
の
は
、
こ
ち
ら
も
患
者

さ
ん
に
閲
覧
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
病

院
や
診
療
所
、
保
険
薬
局
、
介
護
施
設

や
、
ど
の
よ
う
な
お
薬
を
飲
ま
れ
て
い

る
か
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
医
療

機
関
の
医
師
が
知
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

そ
う
し
た
岡
山
県
内
の
情
報
を
一
つ

に
ま
と
め
て
、
有
意
義
に
使
お
う
と
い

う
シ
ス
テ
ム
が
「
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
」

で
す
。
平
成
25
年
１
月
か
ら
開
示
が
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

私
の
病
気
に
つ
い
て
の
情
報
が

み
え
る
の
で
す
か

松
岡
　
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
の
意
義
に
同

意
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
の
み
、

各
医
療
機
関
が
保
管
し
て
い
る
そ
の
方

の
診
療
情
報
を
高
度
に
暗
号
化
し
て
共

有
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
え
る
よ

う
に
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
情
報
が

み
え
る
の
で
す
か

晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
ば
を

聞
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ど
ん
な

も
の
で
す
か
？

松
岡
　
皆
さ
ん
が
病
気
に

な
っ
た
と
き
、
病
気
や
そ

の
重
さ
に
よ
っ
て
複
数
の

医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機

関
で
検
査
や
治
療
を
受
け
、

お
薬
を
も
ら
わ
れ
ま
す
ね
。

し
か
し
、
検
査
の
結
果

晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
の
ご
紹
介

　
地
域
で
患
者
さ
ん
の
健
康
を
守
り
ま
す

総
合
相
談
・
地
域
医
療
・
入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

セ
ン
タ
ー
長　

松
岡　
　

孝

電子カルテ・オーダリングシステムを持つ病院

カルテ 画像 薬

晴れやかネット

介護施設保険薬局地域の病院・
診療所

病院の電子カルテや画像情報、検査結果などの診療情報を、ID-Link（NEC）または
HumamBirdge（富士通）の連携システムにより、かかりつけの診療所などの医療
関係施設から参照できるシステムです。患者さんに同意を得た医師、歯科医師、薬
剤師が診療情報を閲覧することができます。
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ど
の
よ
う
な
不
整
脈
の
治
療
に

使
わ
れ
る
の
で
す
か
？

始
め
は
Ｗ
Ｐ
Ｗ
症
候
群
に
代
表
さ
れ

る
発
作
性
上
室
頻
拍
症
や
心
房
粗
動
に

対
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
心
房
細
動
や
一
部
の
心
室
性
不
整

脈
に
対
し
て
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
不
整
脈
が

完
全
に
治
る
の
で
す
か

不
整
脈
の
種
類
に
よ
っ
て
成
功
率
は

異
な
り
ま
す
。
発
作
性
上
室
性
頻
拍
症

や
通
常
型
の
心
房
粗
動
（
こ
れ
は
、
右

心
房
の
下
大
静
脈
と
三
尖
弁
の
間
を
必

須
の
回
路
に
も
つ
不
整
脈
で
す
）
で
は
、

98
％
以
上
治
癒
し
ま
す
。
心
臓
に
不
整

脈
以
外
の
基
礎
に
な
る
疾
患
の
な
い
心

室
性
不
整
脈
（
心
室
性
期
外
収
縮
や

心
室
頻
拍
）、
あ
る
い
は
心
房
頻
拍
は
、

80
～
90
％
で
成
功
し
ま
す
。　
　

一
方
、
心
房
細
動
で
は
、
左
心
房
の

大
き
さ
や
持
続
し
て
い
る
期
間
に
よ
っ

て
差
が
あ
り
、
60
～
90
％
程
度
で
、
２

回
以
上
の
手
術
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ど
の
よ
う
な
場
合
に
、

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
か

そ
れ
ぞ
れ
の
不
整
脈
で
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に

は
不
整
脈
の
頻
度
が
高
く
、
お
薬
が
効

か
な
か
っ
た
り
、
効
い
て
い
て
も
お
薬

の
副
作
用
で
飲
み
続
け
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
り
、
患
者
さ
ん
自
身
が
長
期

の
服
用
を
望
ま
な
い
場
合
な
ど
は
、
ア

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
致
死
的
な
心
室
性
不
整
脈
に

対
し
て
除
細
動
器
が
植
え
込
ま
れ
た
後
、

頻
回
に
除
細
動
器
が
作
動
す
る
よ
う
な

場
合
に
も
、
お
勧
め
し
ま
す
。

最
近
は
心
房
細
動
の

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

増
加
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、

具
体
的
な
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

心
房
細
動
の
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
特
殊
な
医
療
機
器
（
三
次

元
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
イ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
カ
テ
ー
テ
ル
、
食
道
温
度
セ
ン

サ
ー
な
ど
）
を
用
い
、
手
技
も
複
雑
で

あ
る
た
め
、
安
定
し
た
成
績
を
得
る
た

め
に
は
、
術
者
の
修
練
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
医

療
ス
タ
ッ
フ
に
も
一
定
の
経
験
が
必
要

で
す
。

心
房
細
動
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
は
施
設
に
よ
っ
て
差
が

周
波
電
流
を
流
し
て
焼
灼
す
る
こ
と
で
、

不
整
脈
を
治
療
す
る
こ
と
で
す
。

不
整
脈
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、

手
技
時
間
は
大
体
２
時
間
～
４
時
間
ほ

ど
で
、
体
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、

局
部
麻
酔
や
静
脈
麻
酔
で
行
い
ま
す
。

お
薬
な
ど
で
治
療
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

不
整
脈
治
療
の
、

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
不

整
脈
を
起
こ
す
原
因
と

な
っ
て
い
る
異
常
な
電
気

興
奮
の
発
生
箇
所
を
、
カ

テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
焼
灼

す
る
（
焼
き
切
る
）
治
療

法
で
す
。
具
体
的
に
は
、

直
径
２
ミ
リ
程
度
の
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
用
の
カ

テ
ー
テ
ル
を
、
太
も
も
の

付
け
根
か
ら
血
管
を
通
じ

て
心
臓
に
挿
入
し
、
カ

テ
ー
テ
ル
の
先
端
か
ら
高

不
整
脈
と
は
ど
の
よ
う
な

症
状
な
の
で
す
か

人
は
一
般
的
に
安
静
時
に
は
お
お
よ

そ
一
分
間
に
60
～
70
回
、
脈
を
打
ち
ま

す
。
そ
れ
が
異
常
に
早
く
な
っ
た
り

（
１
０
０
回
以
上
：
頻
脈
）、

反
対
に
遅
く
な
っ
た
り

（
50
回
以
下
：
徐
脈
）、
ま

た
、
脈
が
飛
ぶ
な
ど
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
不
規
則
に

な
る
（
期
外
収
縮
）
状
態

を
い
い
ま
す
。

特
に
治
療
の
必
要
の
な

い
不
整
脈
も
あ
り
ま
す
し
、

不
整
脈
の
は
な
し

循
環
器
内
科

　
部　
長　

藤
井　

理
樹

対極板

高周波発生装置
エネルギー：500KHZ
連続性の正弦波
エネルギー：500KHZ
連続性の正弦波

　　で、不可逆的な
組織が形成される．
　　で、不可逆的な
組織が形成される．

温度サーミスター
付き先端4㎜の
カテーテル

5㎜5㎜

約60℃、60秒間の
焼灼
約60℃、60秒間の
焼灼

３~４㎜３~４㎜

直接加熱直接加熱

伝搬熱伝搬熱
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提案箱提案箱
この病院のココが好き。ココが嫌い。

心
穿
孔
：
心
臓
に
小
さ
い
損
傷
、
傷
が

で
き
、
そ
こ
か
ら
心
臓
の
周
囲
に
血
液

が
漏
れ
て
血
圧
が
下
が
る
こ
と
が
あ
り
、

心
タ
ン
ポ
ナ
ー
デ
と
呼
ば
れ
ま
す
。
特

に
心
房
細
動
で
は
、
薄
い
左
心
房
筋
を

広
範
囲
に
焼
灼
す
る
こ
と
か
ら
、
他
の

不
整
脈
に
比
べ
る
と
多
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
（
０
・
５
～
１
・
０
％
）。

発
生
し
た
場
合
に
は
、
針
を
刺
し
て
、

溜
ま
っ
た
血
液
を
排
出
す
る
方
法
が
と

ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
：
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
血

管
の
損
傷
や
、
出
血
、
心
房
の
周
り
の

神
経
や
臓
器
の
障
害
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
合
併
症
は
、
患
者
さ
ん
の

全
身
状
態
や
治
療
対
象
と
な
る
不
整
脈

に
よ
っ
て
も
発
生
率
は
変
わ
っ
て
く
る

の
で
、
主
治
医
の
先
生
に
よ
く
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

の
数
年
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
症
例
数
は
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
ま
す

が
、
そ
の
多
く
は
心
房
細
動
症
例
で
す
。

新
し
い
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
装
置
も
今
後

臨
床
応
用
さ
れ
る
見
込
み
で
、
さ
ら
に

発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
し

か
し
現
時
点
で
は
、
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

長
期
効
果
、
生
命
予
後
改
善
効
果
、
脳

梗
塞
予
防
効
果
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
十
分
な
研
究
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

安
全
で
す
か
？

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

次
の
よ
う
な
合
併
症
が
稀
に
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。　

脳
梗
塞
：
特
に
心
房
細
動
の
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
ま
れ
に
発
生
し
ま

す
（
０
・
５
％
以
下
）。
心
房
細
動
以
外

の
不
整
脈
で
は
極
め
て
稀
で
す
。

あ
る
の
が
現
状
で
す
が
、
発
作
性
心
房

細
動
で
は
、
上
下
肺
静
脈
を
一
括
隔
離

す
る
方
法
（
拡
大
肺
静
脈
隔
離
）
が
一

般
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
科
で
も
、

３
次
元
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
、
Ｃ
Ｔ
画
像
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像

を
合
成
し
、
よ
り
正
確
で
安
全
な
治
療

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
持
続
性
心
房
細
動
、
左
房
拡

大
や
左
室
機
能
低
下
を
認
め
る
症
例
で

は
、
拡
大
肺
静
脈
隔
離
に
加
え
て
種
々

の
追
加
焼
灼
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

治
療
成
績
は
左
心
房
拡
大
や
左
室
機
能

低
下
の
な
い
発
作
性
心
房
細
動
に
比
べ

て
劣
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

心
房
細
動
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
急
速
に
普
及
し
、
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
全
体
数
の
中
で
占

め
る
割
合
も
全
国
的
に
み
て
現
在
で
は

第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
当
科
で
も
こ

最近はどこの薬局でもお薬手帳の提示を求められるが、この病
院では何も聞かれない。薬の飲み合わせが心配なので、薬局窓
口で積極的にお薬手帳の声かけをしてほしい。

貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうござ
います。当院では、希望される患者さんすべてにお
薬手帳のシールを発行し、他の医療施設で飲まれて
いるお薬との飲み合わせについてチェックをさせて
いただいています。しかし、ご指摘の通り積極的な
声かけはできておらず、お薬手帳のお知らせが不十
分で申し訳ありませんでした。

今後は、窓口にお薬手帳に関する案内を掲示し、
積極的な活用を呼びかけていきますので、ぜひ、次
回来院の際には、診察時、あるいは薬局窓口にお薬
手帳をご提示ください。

文書受付のスタッフに分からないことを聞いたが、怒ったよう
な、馬鹿にしたような対応をされた。 

このたびは不快な思いにおさせして、大変申し訳
ございませんでした。 

病院の中では、文書のことだけではなく、患者さ
んにとって分からないことや、不安に思われること
がたくさんあると思います。私たち職員は、こうし
た不安を少しでもなくすよう、まずは尋ねやすい雰
囲気を作ること、そして患者さんの不安をお聞きし、
分かりやすく説明することが責務だと考えておりま
す。今回はこうした対応ができておらず、まことに
申し訳ございませんでした。 

今回のご意見をきっかけに、患者さんからご相談
やお問い合わせを受けた際には、よくお話を聞いて、
質問にそった丁寧な説明を行うという基本的な応対
ができるように、改めてスタッフに指導いたしまし
た。

「Kニュース」は、皆さまと当院のコミュニケーションの場です。お気
軽にご意見をお寄せいただいて、皆さまとともによりよい病院にして
いきたいと願っています。
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を運ぶ（お伝えする）コーナーです。

２月14日、イタリ
アンのシェフ 今井寿
さんの料理講習会を
開催しました。生活
様式の変化、働く女
性の増加により、手
軽さが追求され、家
庭の食卓から「本物

のおいしさ、食文化」が失われていく情況を少しでも
変えたいと、エームサービス株式会社と一般社団法人
超人シェフ倶楽部が共同で、子育て世代のお母さんを
対象に「おとなの食育プロジェクト」として始めた全
国的な活動です。昨年、職員を対象に昼食メニューと
してふるまわれ好評だったので、地域の方にも体験し
ていただきたいと企画しました。

メニューは、地元の食材を使用して、ちょっとした
工夫で美味しくできる家庭料理ということで「分葱と
桜海老のスパゲティー」「鰆のムニエル、イタリア風
ごぼうのきんぴら添え」「とまとのやさいを詰めたオー
ブン焼き」の３品に、シェフからのバレンタインデー・
サプライズ「チョコレートのパンナコッタ」が加わり
ました。

講習では、今井シェ
フが塩加減、火加減な
どのプロの技を、ユー
モアたっぷりのトーク
を交えて紹介され、会
場はうなずきながら画
面を見る人、メモを取る人、笑い声が絶えませんでした。

参加者からは「プロの技を教えてもらえるので、楽
しみに参加しました」「家でも作れそう」などの感想
をいただきました。

恒例の「くらちゅ
う寄席」が６月13日
開催され、会場のセ
ントラルパーラーは
笑い声と笑顔であふ
れました。

出演してくださっ
たのは、桂文枝師匠
の出身校 関西大学落研ＯＢが結成したボランティア
団体「グループいっせき」。近畿圏の介護・福祉施設
等に出前寄席をされている、半年先まで予約が一杯と
いう実力派人気グループです。

今年のお噺は「豊竹屋」「まんじゅう怖い」「悋気の
独楽」「皿屋敷」の四題。トリは「くらちゅう寄席」
初登場の女性噺家 天神亭志ん香（しんか）さんです。

緋毛氈に緋色の座布団、金屏風の飾られた高座に、
それぞれご自身の出囃子で登場。身振り手振り、伸び
上がってと、からだ全体で話されます。

看護師さんの押す車椅子で来られた方、「毎年楽し
みにしています」と院外から来られた方、皆さんそれ
ぞれに初夏の午後を楽しんでいただきました。

にっこり、ゲラゲラ
　今年も楽しい　くらちゅう寄席

超人シェフが教える！
　地元食材たっぷり簡単家庭料理講習会
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この冊子は、倉敷中央病院をご理解いただくとともに、皆さま方との
コミュニケーションをはかるためのものです。皆さまと当院を結ぶ
かけはしとなるように、「Ｋニュース」と名付けました。
●　　●　　●　　●

■患者本位の医療・全人医療・高度先進医療■




